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＜連絡事項＞

· 本日、鈴木茂子様の地域復帰支援検討会実施（参加：川井）

· 本日17：20～納会実施（メンタルケア病棟3階）時間厳守とのこと。

· 年末年始特別手当支給とのこと。12/31分は上野JGM、1/3分は飯野SGMが当日受け取り配布する。

＜デイナイトケア事例検討＞

田中　一様（47）男性　　主病名：統合失調症　　合併症：糖尿病、高血圧、パーキンソン病

利用開始日

治療計画　

検討事項　治療計画②について、本人への接し方

・月の年金が入ると暴飲暴食をしてしまう傾向にあり、月末にはお金が足りずに粗食（ご飯+味噌汁のみ、味噌を舐める、欠食など）になり、食事内容が極端。

　⇒金銭管理が出来ていないことも、食事管理に繋がっていると考えられる。（他、宗教関連への寄付、近隣での買い物のタクシー代などでも出費が多い）

・水分量過多で、1日に3～4ℓ水分を摂っており、外来担当医からも指摘を受けている。

・食事量、飲水量が多いことは本人自覚しているが、スタッフが指導してもなかなか実行に移すことが出来ない。

・本人なりに、食事内容に気を遣っている様子みられている。味噌汁を1/2の量にし、お代わりをする時は副菜（野菜）のみにしている。ゼロカロリーの炭酸飲料や野菜ジュースを意識して飲んでいたり、砂糖をパルスィートに変えたりしている。（摂取量自体は多い）

・血圧高値であることを気にし禁煙したり、エアロビクスに週2回参加したりするなど、本人の行動に変化がある。

・体重は82㎏（4月時点）から80㎏（8月～現在）に減量している。ＢＭＩ　26.1

・食事内容、水分摂取量についてはノートに記載し、振り返りを行っている。

　⇒記録を残して報告するのみに本人が固執している可能性も考えられる。

検討結果

・食事量、水分量を減らしていく意思が本人にあるのか確認していく。

・記録ノートにて、食事・水分摂取量の他に金銭出納のチェックも行っていく。

・1週間ごとにカロリー計算（飲み物は糖質も）を行っていく。煩雑で見づらいノートを整理していく。

＜業務改善＞

○プログラム検討

・４月から実施を目途に、プログラム枠組みの見直しを行っていく。

・1/15までに2月プログラムテキスト作成、予定表入力を行う事。

○環境整備

・年末大掃除、本日で終了。午後に引き続き実施していく。

○新書式検討

・本日、新カルテ書式稟議書提出。

＜利用者様情報＞

板橋　利美　様～朝食後より胃がムカムカし胃薬を飲んだとのことで、午前中は静養室で休まれている。朝食内容を確認すると、おにぎり2個、おでん、野菜ジュース、コーラ、牛乳を摂取したとのこと。食べ過ぎは胃もたれの原因になること説明するが、「いつも通りの量だから」と話されている。昼食は全量摂取しており、その後「調子良くなった」と不調訴えることはない。日々の食事内容、体調について確認を行っていく。

稲垣　ふき　様～今週月曜日に内服変更してから表情の硬さや不機嫌さがみられている。本日も表情硬く、ブツブツと独語を呟きながら手を横に振っている様子みられており、スタッフが介入するも無言でいる。日中は何もせずにいる様子がみられているが、卓球を行っている時は表情が良く疎通も取れている。大きな気分変動や周囲とのトラブルはない。

田中　　一　様～昨日の入浴中に、蛇口に鼻をぶつけたとのこと。「骨が折れたかもしれないので、整形外科に行ってきます」と話されている。最初は八戸赤十字病院を受診しようとしたが、本日は救急外来扱いになるとのことで、室岡整形外科を紹介されたとのこと。来所時に詳細確認していく。また、周囲には充分注意して行動するように説明する。

鹿原　博夫　様～昨日、怒り口調での独語が目立っているが、スタッフが話しかけると笑顔で対応し

ている。本人は「独り言が癖んがんだよ」と笑って話されている。他メンバーに急にチャンネルを変えられ、ムスっとした表情をしている時がある。

＜外来患者様情報＞

古舘　ヨリ　様～本日朝方から下痢が3回あり、下痢止め3回分処方される。下痢の要因については

「食べすぎかな・・・」と話されている。

大久保　恒夫様～担当医から前回の検査データ結果を伝えている。肝機能の高値、カルシウム低下、リンの低下あり。以前奥様（大久保律子様）の実家へ行き、お酒と肉類を食べてきて、その後の採血だったと話されている。

長瀬　紘一郎様～収縮期血圧80台の時は再検するようにとのこと。

山田　吉夫　様～排便困難あり、下剤にてコントロール出来ていないとの事。本日シンラック処方さ

れる。又、排便時肛門痛ありネリプロクト軟膏処方となる。

船場　幸子　様～12/23にａｕの携帯電話を購入したこと、アパートはまだきまっていないことを担当

医に報告している。

大久保　律子様～「2、3ヶ月前から薬が合わないと感じるようになり、昼食後薬は外食が多いため恥ずかしいから飲まなくなった。担当医を替えたい」と話され、「最近はイライラ感・狭い所や部屋に居れず外出が多くなった」と訴えきかれている。担当医変更については構わない事、又、処方については1日3回から2回の服用へ調整してくこと説明あり、納得されている。
